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(日本気候表から作成) (日本気候表から作成) (日本気候表から作成)

おもな地点の蒸発量

観測地点

(日本気候表から作成)

再現期間10年の年最大日降水量

50～100㎜

100～150

150～200

200～250

250～300

300～350

350～400

400㎜以上

日降水量30㎜以上の日数 (年間)

5日未満

5～15

10～15

15～20

20～25

25～30

30～35

35日以上

(気象庁年報から作成)

年降水量の経年変化

平均相対湿度の年変化

11 11気 候

1. 降 水 量

2. 降水量1㎜以上の日数

3. 平均相対湿度

1.降水量

降水は、大気中の水蒸気が雨・雪・みぞれ・あられ・ひょうなどの液体

や固体になり地表に降る現象であり、降水量は、これらを水の状態にした

ときの量である。

降水量は、各地の気候特性を示す重要な指標とされており、また、地表

面の水収支に関する大きな要素の一つである。

我が国の降水は、地域的な差が大きく、局地性が強い。また、年ごとの

変動が大きく、年降水量は、九州、四国、紀伊半島の南部、北陸・東北の

日本海沿岸、離島の一部などに多く、北海道東部では少ない。また、一般

に山岳部に多い。

月降水量でみる降水量の年変化は、全般的に夏期の6月から8月に多く、

冬期の12月から2月に少ない。また、日本海側では、冬期の雪による降水

が著しい。

河川、土木、建設工事などの設計には、一定の降水量を想定することが

多いが、その際に用いられる概念として、再現期間がある。例えば、再現

期間10年の日降水量とは、過去の日降水量の記録から平均して10年に一度

の割合で起こると想定される日降水量のことである。再現期間の算定には、

いくつかの方法があるが、ここでは過去30年間の記録からJenkinsonの式、

Tj＝ (Nは統計年報、ｊは年間最大日降水量を大きい順に並べた

順位、Tjはj位の値に対応する経験的再規期間)に基づいて算出した。

我が国の降水量は、世界的に見れば比較的多く、降水量の少ない北海道

でも、年間では1,000㎜以上となる。水の蒸発散量も少なく、水収支の指数

(年間降水量－年間蒸発散量)は、湿潤型 (降水量が蒸発散量を上回る)

である。

〔凡例と作図の要点〕

降水量は、1951年から1980年における国内各地の気象官署の観測値によ

る平年値である。月および年の平年値は、1日1回9時 (当日の9時から

翌日の9時までの値が当日の値となる)の観測値から求める。

〔主な資料〕

1.気象庁,1982年日本気候表 その2 地点別月別平年値 (1951～1980)

2.気象庁,1980年版日本気候図

〔凡例と作図の要点〕

降水量1㎜以上の日数は、1951年から1980年における国内各地の気象官

署の観測値による平年値である。月および年の平年値は、日観測値から求

める。

〔主な資料〕

1.気象庁,1982年日本気候表 その2 地点別月別平年値 (1951～1980)

2.気象庁,1980年版日本気候図

3.平均相対湿度

湿度は、大気中に含まれている水蒸気量の度合いを表わしたものである。

平均相対湿度は、飽和水蒸気の状態を100とし、実際に含まれている水

蒸気の状態を百分率で表わしたものである。

水蒸気量は、蒸発散・降水・風によって時や場所などで常に変動してお

り、それに伴って湿度も変化する。

快晴日の地表面近くにおける相対湿度の変化をみると、一般にその値は

日中に最小で、夜間から早朝にかけて最大となる。

我が国の年平均相対湿度は、全般的に山岳部で高く、また、関東と近畿

の一部が低く、東京では66％である。月別の相対湿度で年変化をみると、

梅雨期と夏期には全国的に高く、湿潤となり、特に山岳部と北海道東部で

高くなる。また、冬期には太平洋側で低く乾燥の日が続くが、日本海側で

は高くなる。

〔凡例と作図の要点〕

平均相対湿度は、1951年から1980年における国内各地の気象官署の観測

値による平年値である。月および年の平年値は、1日4回 (3・9・15・21時)

観測の日平均値から求める。

〔主な資料〕

1.気象庁,1982年日本気候表 その2 地点別月別平年値 (1951～1980)

2.気象庁,1980年版日本気候図

2.降水量1㎜以上の日数

1日の雨量は0.5㎜単位で観測されているが、降水量が1㎜以上を記録

した日が雨日とされている。

年間降水日数は、地域的にみると日本海側の新潟県から秋田県にかけて

多く、関東の内陸盆地や北海道東部、瀬戸内海沿岸では少ない。

月別降水日数で年変化を見ると、冬期は地域的差異が著しく現れ、日本

海沿岸では極端に多くなり、25日を超えるところもあるが、太平洋側や瀬

戸内海沿岸では、10日未満となり、関東のほとんどの地域では、5日未満

となる。
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降水量1mm以上の日数
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年

平 均 相 対 湿 度

平均相対湿度
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